
 

 

 

今号は、空閑会長の年頭所感からはじまりまして、日・韓・中の学術報告、地域ブロックの報告など、

さまざまな場所での学会活動の様子をお届けしましております。広報委員会で企画しました「日常か

ら離れて」の第2回は、八木裕子先生（東洋大学）がご執筆くださいました。私も「ホームヘルパー国

家賠償訴訟」に、さらに関心を寄せたいと思います。姜民護先生（同志社大学）がご報告くださった、

第1回 CS-NET サロンの様子にも関心をもちました。多くの参加者が語った「周りに悩みの共有が

できる人がいない」とは、私も耳にします。この学会ニュースが、その悩みをお持ちの方に、CS-NET

サロンが知られて繋がりが広がる契機になればと感じます。ぜひ、みなさまもご一読ください。 
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